
知
識
を
身
に
つ
け
た
り
理
解
を
深
め

た
り
す
る
こ
と
は
、人
権
課
題
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、日
常
で
の
言
動
に
結

び
つ
き
、人
権
尊
重
の
社
会
を
築
く
力

へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。

　

交
流
と
学

習
を
両
輪
と

し
た
学
習
会

が「
行
動
」へ

と
結
び
つ
く
、

い
わ
ゆ
る
循

環
型
の
人
権

学
習
を
今
後

も
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

　

人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て

　
　

　
　

｜ 

学
ぼ
う
人
間
の
尊
厳 

｜
交
流
と
学
習
を
両
輪
と
し
た

　
　
　
　
　 

学
習
会
の
実
施

▼
人
権
教
育
推
進
課（
☎
64・３
１
８
２
）

人
権
啓
発
映
画
や
人
権
啓
発

　
　
　
　
　
　 

資
料
に
つ
い
て 192

　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、今
年
度
も
各
ブ
ロ
ッ
ク・
支
部
、自

治
会
や
各
種
団
体
等
で
、感
染
防
止
対

策
を
講
じ
な
が
ら
、学
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
「
交
流
」を
目
的
と
し
た
ク
リ
ー
ン

作
戦
や
地
域
の
伝
統
行
事
な
ど
の
場

で
の
学
習
会
で
は
、協
力
す
る
こ
と
や

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
た
り
、高
齢
者
と
地
域
の
子

ど
も
た
ち
な
ど
世
代
を
超
え
た
つ
な
が

り
を
深
め
た
り
と
、有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
習
」を
目
的
と
し
た
学
習
会
で

は
、人
権
啓
発
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、人

権
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
交
流
を
し

た
り
助
言
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の「
学
習
」は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
係
る
人
権
侵
害
、外
国
人

の
人
権
、８
０
５
０
問
題（
引
き
こ
も

り
）が
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
習
会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
学
習
会

は
自
分
の
心
と
向
き
合
う
大
切
な
時

間
に
な
っ
て
い
ま
す
」、「
学
習
会
で
い

ろ
い
ろ
な
話
や
意
見
を
聞
く
こ
と
が
差

別
解
消
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
」な
ど

の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
人
権
課
題
に
対
し
て
正
し
い

　

地
域
で
の
学
習
会
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、教
育
委
員
会
で
は
人
権
啓

発
映
画（
ビ
デ
オ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
）の
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、映
画
の
内
容

に
沿
っ
た「
学
習
シ
ー
ト
」や「
こ
こ
ろ

の
ス
ケ
ッ
チ
」な
ど
の
人
権
啓
発
資
料

も
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

映
画
の
貸
出
や
資
料
の
ご
希
望
が

あ
る
場
合
は
、本
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

じんけん

　たつの市教育委員会では、たつの市の悠久の歴史と永年培われた伝統・文化に対する理解と認識を深め、未
来への継承を図るため、歴史文化遺産の保存や文化財を生かしたまちづくりを進めています。とりわけ、令和元
年に歴史的景観形成地区の龍野地区の一部が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されたことや、室津
地区の北前船関連文化財が日本遺産に認定されたことを受けて、より一層、歴史遺産の保存と活用を図るとと
もに、各種イベント等を通じて、市全体の文化振興に努めています。
　また、次代を担う子どもたちを対象に、埋蔵文化財センター・龍野歴史文化資料館・室津海駅館・室津民俗館
など特色ある歴史を伝えるミュージアムを拠点に、地域の方々の協力を得て体験活動を通じたふるさと教育の推
進を図っています。
　埋蔵文化財センターでは、新宮宮内遺跡を活用して市民のボランティア団体である弥生倶楽部と共に土器焼き
などの古代体験を、龍野歴史文化資料館では、龍野文化伝承会の方 と々道具体験を、室津海駅館では、室津を活
かす会の協力を得て室津の海や歴史を学ぶ体験学習を実施しています。本年はコロナ禍であり、思うような活動が
できていませんが、引き続き、体験活動などを通して歴史と文化を学ぶ事業に取り組んでいきたいと思います。

土器づくり 石臼体験 北前船クイズラリー

～歴史と文化を生かした個性的で魅力あるまちをつくる～

学都たつのの輝きと歴史・文化が薫るまちを目指して
まなぶ

第３回 たつの市立幼稚園・保育所・こども園合同絵画展 『夢いっぱい たつのっこ ギャラリー』
～みてみて！ぼくの わたしの すてきな絵～を開催します！

　市内の公立園（幼稚園・保育所・こども園）５歳児の子どもたちの、思いが
つまった楽しい絵画を展示します。

▶幼児教育課（☎64・3126）

イベント

と　　き 11月12日（金）～17日（水） ９時～17時

昨年度の様子

※15日（月）は休館日 ※最終日のみ９時～12時
と こ ろ 青少年館　体育室

※来場の際は、マスクの着用や検温、連絡先の記入などのご協力をお願いします。
また、混雑時は、入場をお待ちいただくことがあります。　　　　　　　　　　　　　
※各自、上履きをご持参ください。

屋外ステージでは、『青空キャンバス』を同時開催！
“みんなで遠足いきたいな”というテーマで、公立園４歳児の子どもたちが龍野北高等学校デザイン科の
生徒の皆さんと合同で、特大パネルに絵を描きました。ぜひ、ご覧ください。

スタンプラリー「地域の宝 再発見！」を開催
　定住自立圏域各市町の資料館などを巡るスタンプラリーを開催します。参加施設を巡って、オリジナルクリ
アファイルをもらおう！

▶埋蔵文化財センター（☎75・5450）

イベント

と　　き 10月13日（水）～12月27日（月）
と こ ろ

引換方法

埋蔵文化財センター・龍野歴史文化資料館・室津海駅館・室津民俗館・霞城館・山崎歴史郷土館・宍粟市
歴史資料館・たたらの里学習館・上郡町郷土資料館・いきいき交流ふるさと館・赤松の郷昆虫文化館・佐
用町立図書館・平福郷土館・上月歴史資料館・三日月藩乃井野陣屋館

４館を巡ると、クリアファイル１枚を差し上げます。
引換場所 埋蔵文化財センター
引換期限 令和４年１月30日（日）

※開館時間などは各施設にお問い合わせください。

※詳細は引換場所までお問い合わせください。

10月６日（水）～31日（日）９時30分～17時（月曜日を除く）と　　き

無料入 館 料
山崎歴史郷土館（宍粟市山崎町鹿沢81 宍粟市立図書館２階）と こ ろ

　宍粟市の山崎城跡から出土した土器“焼塩壷”が並ぶ企画展を開催
中です。江戸時代の武家が宴席に使用していたとされる貴重な文化財
を期間限定で特別に公開しています。

宍粟市 文化財企画展
 開催中イベント

▶宍粟市社会教育文化財課（☎0790・63・3117）

▶歴史文化財課（☎75・5450）
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